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研究成果の概要（和文）：19世紀後半に中国で登場した新たな貿易管理機構である海関は、それ以前に存続した
清朝を中心とする朝貢貿易を引き継ぎかつ改変する課題に直面した。旧朝貢国の中にはシャムのように無条約国
となった国があった。この無条約国との貿易に関して、初期の中国海関がいわゆる朝貢関係と条約関係の間に立
ち、貿易統計のみならず海関の海洋インフラ整備事業も、無条約国への対応は条約港の下に包摂して対処したか
を考察した。

研究成果の概要（英文）：Under the new trade mechanism that emerged from treaty relation between 
Western states and China in the second half of the 19th century, the Chinese Maritime Custom (CMC) 
faced the challenge of taking over and modifying the long lasting tributary trade system between the
 Qing dynasty and the East and Southeast Asian region. Some of the former tributary state, such as 
Siam, became non-treaty states, and this research reveals how the CMC oscillated between so-called 
tributary and treaty relations in terms of trade with these non-treaty states. It can be argued that
 the CMC addressed the non-treaty states not only in terms of trade statistics but also in terms of 
maritime infrastructure development projects by incorporating them within the treaty ports system. 
However, this was a distinct approach from the diplomatic treatment of non-treaty states discussed 
by the Qing government.

研究分野： 経済史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
19世紀後半に中国で登場した新たな貿易管理機構である海関が直面した課題と対応について、従来のいわゆる
「朝貢から条約へ」という東アジア近代史の移行の議論に対し、経済史・地域関係史の視点から再検討を加え、
初期の中国海関がいわゆる朝貢関係と条約関係を条約港としての交易活動に包摂し、華商ネットワークとアジア
域内貿易の拡大をもたらしたとするアジアの側からの近代経済史像を提起した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

19世紀後半に中国で登場した新たな貿易管理機構である海関は、それ以前に長期にわた

り存続した清朝と東アジア・東南アジ ア地域との朝貢貿易の運用をどのように引き継ぎか

つ改変するかという課題に直面した。旧朝貢国の中にはシャムのように無条約国となった

国があり、この条件の下で貿易関係を如何に扱うべきかをめぐり新たな対応を迫られるこ

とになった。 本研究では、従来のいわゆる「朝貢関係から条約関係へ」という東アジア近

代史の移行期の特徴づけを経済史・地域関係史の視点から再検討するという関心を背景に

持ちつつ、具体的にはこの無条約国との貿易に関して、初期の中国海関がいわゆる朝貢関

係と条約関係の間を揺れ動いた実態を統計処理の側面から検討し、アジア近代経済史像再

構成の契機とする。 

 

2．研究の目的 

 いわゆる条約関係は、主に欧米諸国と非欧米諸国の外交関係を規定したものではあったが、

多様なレベルの歴史的な貿易関係を包摂していたとは限らなかった。むしろ貿易関係は、この

条約関係にも促されて開港場や航路・航運などの海洋インフラが整備され、むしろより開港場

間により一層多様な貿易関係を形作ったということが出来る。19世紀中葉のイギリス綿布の輸

入や中国や日本からの茶輸出やアジア域内のコメ貿易の拡大に伴って、いわば条約関係に包摂

されない歴史的な経済交易関係も新たに活発化したということができる。 

これらの貿易関係をめぐる新旧の諸要因について、とりわけ、アジア域内の伝統的な地域間

交易を代表するシャムのコメ貿易をめぐり、この交易関係を促進した香港とシンガポールの役

割、清朝末期に形成された中国海関の交易管理と港湾インフラ整備のための財源確保などの動

きを検討することにより、無条約国への対応を貿易関係の拡大という点から検討することを目

的とする。 

 

３．研究の方法 

 本調査研究の方法上ならびに資料上の主要な点は、以下の 3点である。（１）シャム側・清朝

側・イギリス側の貿易問題の関連する資料を検討すること、とりわけ無条約国といわれる対象

国に対して中国海関はどのように対応し統計的な処理がなされたかを検討する。（２）貿易関係

のネットワークを中継する役割を果たしたシンガポール・香港は、アジア域内交易上でいかな

る新たな役割を果したかについて検討する。いわゆる条約関係によって截然と時期区分がなさ

れるのではなく、貿易や金融関係はネットワーク形成という視点からの接近がより実態を把握

する上で有効な方法であると考えられる。（３）中国海関資料のなかの貿易統計・貿易報告資料

を統計的に検討することに加え、19世紀後半から新設された海関総税務司の下で作成された原

資料として、「通令」Circular と呼ばれる海関総税務司から書く海関税務司への指示・依頼・

提案などを含む資料並びに近年一部が閲覧可能になった「書信」Despatchと呼ばれる、海関総

税務司と各海関税務司との間の往復書簡を検討した。これは、制度としての海関が、どのよう

に問題に直面し、それらを解決したか、または出来なかったかという対応の過程を詳細に知る

ことが出来る原資料である。 

 

４．研究成果 

新たな資料検討から明らかになったことは、海関独自ともいえる税収増加策の遂行である。

1870年代初頭には、海関の統計項目の中に無条約国を既に含めており、収税増加のための工夫

がなされている。1873年のウイーン万国博覧会への出品は、海関が編集した中国の貿易統計で

あった。そこで海関は世界の各国民・消費者・生産者・運搬業者・保険業者に対して中国貿易

への参加を呼び掛けている。 

具体的な事情についてみると、海関側は、条約港へ入港する船籍への課税では、徴収した関

税の中から清朝への引き渡し分の残余を灯台建設や港湾整備に使用することを課題としており、

シャム船問題と言われる天津港や寧波港で生じたシャム船の多様なまた歴史的な貿易活動の継

続に対しても、朝貢貿易時のように常関での課税・免税をおこなおうとする清朝側の貿易管理

に対して、海関はそれとは異なる対応を行う。海関総税務司のハートは、港湾建設・航路の開

設など海洋インフラの建設にも携わり、そのための財源確保が必要であった。 

他方、シャムは歴史的に長期にわたり朝貢国としてコメを中心とする交易関係を継続してお

り、清朝は旧来の朝貢国の扱いで常関において交易を管理することを試みるが、海関としては

条約港に入港する船からは船税の徴収を試みる。ここでは、朝貢貿易の継続と海関の対応とが

シャムのコメ貿易をめぐって交錯していることになる。また、シャム側も、乗組員は潮州から



移民した中国人であることを主張したり、或いはシャムの国旗を掲げて入港するなど、むしろ、

朝貢と条約の境界を利用した動きを取る。 

 シンガポールと香港の交易ネットワーク上の役割については、以下の特徴を確認することが

出来る。（１）自由貿易港の下に内外の船舶の往来を容易にし、シンガポールと香港間の航行を

活発化させてことから、シャムのコメはこれらの条件を活用してシンガポール・香港経由で輸

出することが活発化する。（２）両地に太古洋行や香港上海銀行など外国商社や銀行が進出する

ことにより、欧米の貿易・投資活動を引き込むことになった。（３）香港に南北行と呼ばれる香

港から国内各地へ移出を行う大規模な卸売市場が成立し、また香港をネットワークの拠点とし、

福建・広東から東南アジア各地に交易網を作り上げた元発行や乾泰隆などのシャムと潮州を結

ぶコメ貿易や精米業を営む華商の交易ネットワークが登場した。 

 以上のように、海関としては、貿易統計のみならず海関の海洋インフラ整備事業も、無条約

国への対応としては条約港の下に包摂して対処したと言えるが、清朝が議論する外交上の無条

約国とは異なる対応であった。 
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